
2026年度

工学部（府）生向け海外研修

Q²PEC（キューペック）

Qshu-Queensland Program for English  
Communication

オーストラリア屈指のクイーンズランド大学
（UQ）内にあるUQ College において、英語
研修を受けるプログラムです。英語力向上
に加えて、グローバルマインドや学位留学へ
の意識涵養を目指します。

●研修内容

Week １～５の月～金（土日は自由時間）
午前：英語力スキルアップのクラス

（各国からの留学生と受講）

午後：UQ工学部生との交流、

工学部研究室紹介及び研究室訪問（UQ-KUプロジェクト支援）

プログラム説明会
４月１７日(金) １８ : ２０～１９ : ２０ オンライン 

Zoom URL： https://us02web.zoom.us/j/81555278627
Meeting ID： 815 5527 8627

４月３０日(木) １２ : １０～１２ : ５０ 対面実施
実施場所：センターゾーン2号館 1F 2107教室

５月１3日(水）１６ : ４０～１７ : ４０ 対面実施

実施場所：ウエストゾーン総合学習プラザ 1F 第８講義室

<問い合わせ先>
工学部等教務課 留学係内 工学系国際推進室 （W4号館2階203号室）

担当：水谷 Tel：092-802-3870
E-mail: kotio@jimu.kyushu-u.ac.jp

URL: https://www.eng.kyushu-u.ac.jp/shortterm.html

協力・支援

英語研修（Integrated English）の詳細は、UQ College HP  https://uqcollege.uq.edu.au/

※奨学金（日本学生支援機構、九州大学基金、学部・学府奨学金など）は
学部、学府によって異なります。詳しくは下記工学系国際推進室までご連絡下さい。

実 施 期 間 ： 2026 年 8 月 21 日（金）～ 9 月 28 日（月） 5 週間 

実 施 場 所 ： クイーンズランド大学 UQ College 、ブリスベン（豪） 

滞 在 先 ： ホームステイ（大学近くの一般家庭） 

募 集 人 員 ： 20 名程度（システム情報科学府は数名募集） 

対  象  者 ： 工学部・工学府・システム情報科学府の日本人学生 

費 用 ： 約 77 万円（奨学金あり！金額は学部・学府により異なる） 

          費用に含まれるもの、航空券・研修費用・ホームステイ代金・海外旅行保険 

単 位 ： 4 単位付与（工学部・府の参考単位） 

募 集 期 間 ： 2026 年 4 月 17 日（金）午前 9 時～5 月 31 日（日） 

申 請 方 法 ： 申請はオンライン申請（右記 QR コード参照） 
 
・工学部（府）生の応募者が多数の場合は GPA・英語成績および志望動機で選考します。 

・シス情学生の選考方針は周知メールにて連絡。 

https://us02web.zoom.us/j/81555278627
https://www.eng.kyushu-u.ac.jp/shortterm.html
https://uqcollege.uq.edu.au/


参加学生の声

 今まで自分がどれだけ消極的に、受動的に生きてきたのかを思い知らされました。積
極的に自分から動かなければ何も始まらないと痛感しました。以前よりも傷つくことを
恐れずに行動できるようになったと思います。全ての結果にはリスクが必要なんだと
学び、積極性を上げることができました。

 外国人の友達も全国の友達もできてとても嬉しかったです。何より先生がとてもユ
ニークで面白い人が多かったおかげで、楽しく授業を受けることができました。日本
の授業形式と異なり、アクティビティもたくさんあったので、五感を使いながら覚えるこ
とができました。

 Q2PECに参加したことで英語に関する能力が成長したことはもちろん、UQ生との交
流やUQでの生活、ホームステイを通して非常の多くのことを経験できた非常にいい
機会だった。変化したことは英語を話すことへの抵抗の減少や、海外文化への理解
が深まった。

 留学当初の目的は単に英語力の向上という普遍的なものであったが、エンジニアリ
ングセッションに参加したことで、より具体的な目標が生まれたからです。最先端の
実験設備や、様々な国籍の学生たちが積極的に議論を交わす雰囲気の中、単に英
語を学ぶという目標から英語で専門分野を深く学ぶという目標へと、私の意識は明
確に変化しました。

【スケジュール例】

昨年度の動画
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